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１．は じ めに
ー

筆者 は、労 働の 補助 や 自動 化 のた めで は なく 、

大 と 共存 し 、大 と身 体的 にイ ン タ ラ ク トす る感

情的 人 工 生物 とし て 、動 物型 ロ ボ ッ ト を研 究 開

発 し てき た［1-7］。人 の 心 に 働 き かけ る こ とに よ

り 、主 観 的 に 評 価 され 、精 神 的 な 価 値 を 創 造 す

ること を 目的 としてい る。

特に 、人 の 心 に 楽 し み や 安 ら ぎ を 与 え 、心 を

癒 し 、豊 か に す る 福 祉 機 器 へ の応 用 を 「メ ン タ

ル コミ ットロ ボ ット 」と 呼 んでい る。

本 稿 で は 、大 と 動 物 のイ ン タ ラ ク シ ョ ン に よ

り 、人 の 心に 与 え る 効 果 に つ い て の 現 状調 査 を

ま と め る。そ し て 、メ ン タ ル コ ミ ッ トロ ボ ッ ト

のア ニマル セ ラピ ーヘ の応 用 につ い て考 察す る。

グ ル ープ 内 で の 相 互 関 係 を 成 り 立 て た り 、不 安

や 孤 独 感 を 減 ら し た り 等 で あ る 。「教 育 的 」に は 、

語 彙 を 増 や し た り 、記 憶 力 を 促 進 さ せ た り 、大

き さ や 色 な ど の 概 念 の 知 識 を 増 や し た り 等 で あ

る。「動 機 付 け 」と し て は 、グ ル ープ 活 動 に 参 加

す る こ と や 、他 人 や ス タ ッ フ と の 相 互 作 用 が 増

加 し た り 等 で あ る 。

活 動 に お い て は 記 録 が 必 要 で あ り 、ま た 進 歩

が 測 定 さ れ な く て は な ら な い 。

２．２　動 物 が 人 に も た ら す 効 果

２．_２_、１　生 理 的 利 点

（１）病 気 の 回 復 ・適 応 、病 気 と の 闘 い

（２）リ ラ ッ ク ス 、血 圧 や コ レ ス テ ロ ール 値 の

低 下

（３）神 経 筋 肉 組 織 の リ ハ ビ リ （特 に 乗 馬 療 法 ）

２．２．２　心 理 的 利 点

（１）元 気 づ け 、動 機 の 増 加 、活 動 性 （多 忙 ）・

感 覚 刺 激

（２）リ ラ ッ ク ス 、く つ ろ ぎ 作 用

（３）自 尊 心 ・有 用 感 ・達 成 感 ・責 任 感 な ど の

肯 定 的 感 情 、心 理 的 自 立 を 促 す

（４）ユ ーモ ア 、遊 び を 提 供 す る

（５）親 密 な 感 情 、無 条 件 の 受 容 、他 者 に 受 け

入 れ ら れ て い る 感 じ の 促 進

（６）感 情 表 出 （言 語 的 ・非 言 語 的 ）、カ タ ル シ

ス 作 用

（７）教 育 的 効 果 （子 供 に 対 し て ）

（８）注 意 持 続 時 間 の 延 長 、反 応 ま で の 時 間 の

短 縮

（９）回 想 作 用

２．２．３　社 会 的 利 点

（１）社 会 的 相 互 作 用 、人 間 関 係 を 結 ぶ 「触 媒

効 果 ・社 会 的 潤 滑 油 」

（２）言 語 活 性 化 作 用 （ス タ ッ フ や 仲 間 と の ）

（３）集 団 の ま と ま り 、協 力 関 係

（４）身 体 的 、経 済 的 な 独 立 を 促 進 す る （盲 導

犬 、聴 導 犬 な ど ）

（５）ス タ ッ フ ヘ の 協 力 を 促 す

２．３　ア ニ マ ル ・セ ラ ピ ーの 分 類

ア ニ マ ル ・セ ラ ピ ーの 方 法 は 、表 １の よ う に

２．ア ニマ ル ・セ ラピ ーに つ いて

共 済立川 病 院神 経科 ・横 山医 師の 説 明に よ り、

ア ニマル ・セ ラピ ーに つ い て ま とめ る［８］。

２．１　ＡＡＡと ＡＡＴ

広 義 の ア ニ マ ル ・セ ラピ ーは 、ア ニ マ ル ・ア

シ ステ ッド ・ア クテ ィ ビ テ ィ （ＡＡＡ：動 物 介

在 活 動 ）と ア ニ マ ル ・ア シ ス テ ッド ・セ ラピ ー

（ＡＡＴ：動 物 介在 療 法）の 二つ を含 んで い る。

２．１．１　ＡＡＡ（動 物 介 在活 動）

ペ ット と人々が 表 面 的 に 触れ合 う活動 であ り、

病 院や 施 設 な どで の 特 別 なプ ロ グ ラ ム の 中で 存

在 す るの で は ない 。そ れ ぞ れ の 訪 問 活 動等 の 際

に は、特 別 な 治療 上 の ゴ ール は 計 画 さ れず 、活

動 す る人 た ち も詳 細 な 記 録 は し なく て よい 。活

動 は ボ ラン テ ィ ア の 自 発 に 任 さ れて い て 、そ の

活 動 の期 間は 必要 に応 じ る。

２．　１．　２　ＡＡ_Ｔ（動 物介 在 療法 ）

治 療 上 の あ る部 分 で 動 物 が 参 加 す る。医 療 側

の 専門職 、例 えば 医師 や ＯＴ、ＰＴ、ＣＴＲＳ、

看 護 婦 、ソ ーシ ヤル ワ ーカ ー、言 語 療 法 士 等 が

ボ ラ ンテ ィ ア の 協力 を 元 に 、治 療 の ど こ で 動 物

を使 うかを計 画す る。

ま た、治 療 の ゴ ール も 存 在 す る。例 え ば 「身

体 的 」に は、動 け る よ うに な る こ と 、車 椅 子 に

乗 れる ように なる こ と等 であ る。「精神 的」に は、

43



配の女性と猫型ロボヅトとのインタラクション

である。非 常 に 喜ば れ た。
分類で き る。

２．４　ア ニマル ・セ ラ ピ ーの

（１）子 ど も ：　一 人 つ子 、不 登 校、精 神 的 ・身

体的 ・性 的 虐 待 児 、親 が い な い 子 ど も な

ど

（２）高 齢 者 ：独 居、老 人 ホ ーム な ど

（３）終 末 期医療 ：癌 、エ イ ズ 患者 など

（４）後 天 的慢 性疾 患 ：事 故 や 病気 な ど

（５）先 天 的 慢 性 疾 患 ：精 神 遅 滞 、ダ ウ ン 症、

自 閉症、脳 性麻 痺 な ど

（６）身 体 機 能 障 害 者 ：視 覚 ・聴 覚 、言 語 障 害

者、手 足 の 不 自 由 な 人 、て ん か ん患 者 な

ど

５．ま と め

ア ニ マ ル ・セ ラ ピ ーに つ い て ま と め、そ の 効

用 を 示 し た。動 物 の 人 に 対 す る 効 用 を も つ こ と

を 目 的 と する メ ン タ ル コ ミ ッ ト ロ ボ ット につ い

て 概 説 し た。今 後 は 、精 神 科 医 ・横 山 医 師 と の

共 同 研 究 等 に よ り、メ ン タ ルコ ミ ッ ト ロ ボ ット

の効 用の 検証 を 進 める。
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（７）犯 罪 傾 向 に あ る 人 ：囚 人 、医 療 刑務 所 な

ど

（８）精 神 障 害 者 ：痴 呆 、精 神 分 裂 病、躁 鬱 病

な ど

（９）普 通 の家 庭

３．動 物を 飼育 する上 で の問 題

２章 で 述 べ た よ う に 、動 物 は 、人 に 様 々な 効

果 を与 え る 。し かし な が ら 、動 物 を 飼い た く て

も 飼 えな い 、様 々な 問 題 があ る。例 え ば、ア レ

ル ギ ーの 問題 、噛 ま れる 、伝 染 病 な ど が あ る 。

ま た、家 族 の 一 部 の 反 対 に よ り 飼 え な い 、マ ン

ショ ン・ア パ ート の 規 則 に よ り 飼 え な い 、動 物

は 好 き だ が 面 倒 が 大 変 等 、様 々な 理 由 で 、動 物

を飼 育で きな い 人が多 い 。

ま た、過 去 に 動物 を 飼 育 し て い た が 、死 ん で

し ま っ た た め 心 に 傷 が つ い て し まう ペ ット ロ ス

に な って し ま っ た 人 も い る 。無 力 感 や 無 関 心を

引 き 起こ す な ど 、精 神 へ の 障 害 が 非 常 に 大 きい

場合 があ る。

４．メ ン コ ミ ッ ト ロ ボ ッ ト 表 １　ア ニ マ ル ・セ ラ ピ ーの 分 類

施設型 在宅型
訪問型 施設訪問型 在宅訪問型
飼育型 施設飼育型 在宅飼育型

屋外活動型

こ れ まで に、感 情 的 人 工 生 物 の 研 究 開 発 と し

て、基 礎 的 心 理 実 験 、セ ン サ シ ス テ ム研 究 、動

物 型 ロ ボ ット 開 発、行 動 制 御 ア ル ゴ リ ズ ムの 研

究 を 行 っ た 。動 物 型 ロ ボ ット と し て は 、犬 型 、

アザ ラ シ型 （Ｍ工 Ｔと 共 同 ）、猫型 ロ ボ ット （オ

ムロ ン と共 同 ）を 研 究 開 発 し た 。ロ ボ ッ ト の 詳

細 と、そ の 評 価 に つ い て は 、本 学 術 講 演 会 にお

い て、別 に発 表 する。

ま た 、本 年 ３月 に 第 ２５回 日 本 医 学 会 総 会 ・

生 命 の博 覧 会 にお い て 、動 物型 ロ ボ ッ ト を 展 示

し 、子 供 か らお 年 寄 り、さ ら に は 様 々な 身 障 者

の 方 々に 、批 評 を し て い た だい た。概 ね 良 好 な

コ メ ント を 頂い た 。そ の 様 子 の 一 部 を 図 １に 示

す。図 １は 、車 椅 子 を 必 要 と す る 生 活 を する 年 図 １　猫 型 ロ ボ ヅ ト を な で る 車 椅 子 の 女 性 の 笑 顔
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